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Fine-Grained Classificationによる糖尿病性網膜症の
画像診断モデルの提案
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概要：近年，糖尿病性網膜症患者が増加しており，失明の原因となりうるため，糖尿病性網膜症の早期発
見が重要視されている．Deep Neural Networkによる画像分類技術の発展に伴い，Deep Neural Network

を用いた画像診断が検討されているが，診断に用いる眼底画像における糖尿病性網膜症の兆候は微細かつ

散在しているため，診断が困難である．本研究では，Deep Neural Networkを用いた糖尿病性網膜症の画

像診断を目標に，Fine-Grained Classificationの手法を組み合わせたモデルを提案する．

1. はじめに

近年，糖尿病が生活習慣病として問題視されており，糖

尿病性網膜症 (Diabetic Retinopathy，DR)の患者が増え

ている．DRは自覚症状が少なく，症状が進行すれば失明

の原因となるため，早期発見が重要である．現在，医師の

負担軽減と医師の少ない地域での DR の早期発見のため

に，コンピュータによる画像診断が検討されている．

Deep Neural Network (DNN)の発展に伴い，医療分野

での DNNの活用が注目されている．DNNによる DRの

画像診断の課題は，DRの小さく散在している兆候の検出

と画像の質のばらつきである．同様の課題を抱えたもの

に，犬，猫など一般的な分類ではなく，犬種などのより詳

細な分類を目的とした Fine-Grained Classification (FGC)

がある．FGCでは画像内の重要な部分に注目することで

この問題に対応しており，様々な手法が提案されている．

そこで本研究では，DRの認識精度の向上のため，FGC

の手法を組み合わせた画像診断モデルを提案する.

2. 関連研究

Lamら [2]は前処理に Contrast Limited Adaptive His-
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togram Equalization (CLAHE)を適応し，CLAHEと質の

良いデータが DRの認識精度を向上させると示した．

3. 提案手法

本研究では FGCの手法である NTS-Net [7]と Saliency-

Sampler [6]，一般画像分類に用いられる ResNet-50 [4]，

DenseNet-201 [5]，NasNet [8]を組み合わせ，アンサンブ

ル学習を行った．

4. 実験

EyePACS dataset [1]とMessidor-1を用いて提案手法の

学習と評価を行った．LamらはMessidor-1 [3]を用いて眼

底画像から DRの進行度を 4段階で推論する 4クラス分

類を行い，57.2%の認識率を達成した．同様に 3クラス分

類では 68.8%，重度の DRを検出する 2クラス分類 では

74.5%の認識率を達成した．それに対して提案手法は 4クラ

ス分類において EyePACS datasetで 83.42%，Messidor-1

で 76.25%，3 クラス分類では 84.94%と 85.25%，重度の

DRを検出する 2クラス分類では 95.89%と 93.25%，加え

て健常者と罹患者を分類する 2クラス分類では 88.19%と

89.75%の認識率を達成し，精度の向上が見られた．

5. まとめ

本研究では，FGCの手法を組み合わせた DRの画像診

断モデルを提案した.実験結果より，NTS-Netは DRの識

別に有効な手法であり，精度を向上させることが可能だと

示された．また，初期段階における DRの特徴は非常に微

細であり，特に認識が困難であると示された．
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